
学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）

　心理学科では、教育研究上の目的を達成するために、次の学生像を人材育成の方針とする。
１．�心理学的な研究方法から得られた実証的なデータに基づいて、人間の心に対する多面的な見方ができる。
２．�心理学における基本的な理論や概念を理解し、共感的理解に基づき、多様な人々とコミュニケーションが

取れる。
３．専門教育で習得した理論・概念・知識・技能をもとに、社会における諸課題の解決に寄与できる。
　そのうえで、次の資質及び能力を有している者に「学士（心理学）」の学位を授与する。
①知識・技能
１．�心理学の主な領域（基礎、発達、教育、臨床、社会、健康）における基本的な理論や概念、データに基づ

いた実証的な研究方法を理解できる。
２．�専門教育で習得した心理学の主な領域（基礎、発達、教育、臨床、社会、健康）に関する理論・概念・技

能を人々の生活に応用していく方法を理解できる。
３．�データの分析から得られた資料に基づいて、自ら導いた考察や結論を、課題の理解に役立てることができる。

②思考力・判断力・表現力
１．�心理学の主な領域（基礎、発達、教育、臨床、社会、健康）における基本的な理論や概念に基づいて、人

の心や行動の特徴を分析的に考えることができる。
２．�心理学の主な領域（基礎、発達、教育、臨床、社会、健康）における基本的な理論や概念に基づいて、他

者の心や行動の特徴を分析的に考えることができる。
３．�専門教育で習得した心理学の主な領域（基礎、発達、教育、臨床、社会、健康）に関する理論・概念・技

能に基づいて、課題解決の手立てを考え、他者と共有することができる。
③主体性・多様性・協働性
１．�自らの心と身体の健康を保持増進するために、専門教育で習得した理論・概念・知識・技能を進んで活用

しようとする意欲をもつことができる。
２．�人々の心と身体の健康を保持増進するために、専門教育で習得した理論・概念・知識・技能を進んで活用

しようとする意欲をもつことができる。
３．�社会的な課題を見出し、専門教育で習得した心理学の主な領域（基礎、発達、教育、臨床、社会、健康）

に関する理論・概念・技能を活用して、他者と協働しながらその解決に臨むことができる。

教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）

　心理学科では、ディプロマ・ポリシーに挙げた資質・能力を身につけさせるため、教育課程として７領域を設
定し、各領域に学修過程に応じた科目を配置する。
１．�心理学の理論や概念、実証的・科学的な考え方を理解するための基盤となる知識を身につけ、心理学的な

心の捉え方を理解する力を養うために、「心理学概論」、「知覚・認知心理学」などの科目を含む【心理学
基礎（心のしくみ）】領域を配置する。

２．�人間の心と行動を実証的・科学的に検証・分析する方法を習得するとともに、実習を通して実践に通じる
技能を養うために、「心理学実験」、「心理学的研究法」、「心理学情報処理法」を含む【研究法・データサ
イエンス（心の探求）】領域を配置する。

３．�人間の発達過程に対する多面的かつ複合的な理解を深め、その知識を基盤としながら教育現場に対する理

教育研究上の目的
　心理学科は、幅広い専門的な心理学的知見と態度及び技能を具備し、心理学的支援を要する人々に対
し、専門知識をもって発達段階に応じた適切な支援のできる人材を育成することを教育研究上の目的と
する。

教育人文学部　心理学科３

98

Ⅰ　

学　
　

修

Ⅱ　

 

資
格
取
得

一
覧

Ⅲ　

 

人
間
生
活

学
部

Ⅳ　

 

教
育
人
文

学
部

Ⅴ　

 

社
会
情
報

デ
ザ
イ
ン
学
部

Ⅵ　

教
職
課
程

Ⅶ　

諸
課
程

Ⅷ　

単
位
認
定

Ⅸ　

 

他
大
学
と
の

単
位
互
換

Ⅹ　

大
学
院

Ⅺ　

施　
　

設

Ⅻ　
Ｑ
＆
Ａ

XIII　

 

教
務
関
連

規
程

学
び
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

３　教育人文学部　心理学科



解と指導について実践的に学び、問題や課題を早期に発見する姿勢及び柔軟に対応できる力を養うために、
「発達心理学概論」、「教育心理学」、「養護教諭実践論」を含む【発達・教育（心と育ち）】領域を配置する。

４．�心のケア・サポートに関する知識や理論を学び、事例学習や実習を通して心理的な課題への支援・援助に
関する専門的知識及び技能を養うために、「臨床心理学概論」、「カウンセリング技法」、「公認心理師の職責」
などを含む【臨床（心のケア）】領域を配置する。

５．�社会の諸場面（自己、対人関係、集団、組織）における人々の行動特性を学び、日常生活における課題に
対して心理学の専門的知識を活かす姿勢を養うために、「社会心理学概論」、「対人関係の心理学」、「産業
心理学」などを含む【社会・産業（心とつながり）】領域を配置する。

６．�学校における児童・生徒の養護及び保健教育・指導に関わる専門的知識や技能を習得し、かつ事例学習や
実習を通して現場において問題や課題を早期に発見する姿勢及び問題に対して柔軟に対応できる力を養う
ために、「学校保健Ⅰ」、「人体の構造と機能及び疾病」、「小児保健看護学」、「健康・医療心理学」などを
含む【健康・保健（心とからだ）】領域を配置する。

７．�学びの集大成として、研究論文の作成に取り組み、その過程で課題発見・解決力や論理的思考力を養うた
めに、「卒業研究」を含む【卒業研究】領域を配置する。

　そのための教育課程の編成方針は以下のとおりである。
心理学基礎（心のしくみ）領域
１．�自身の経験や体験を踏まえて、人間の知覚・認知に関わる心のしくみに関する理論や概念、専門知識を習

得させる。
２．自己と他者の共通点や相違点を考察し、人間の知覚・認知に関わる心のしくみを理解させる。
３．人間の知覚・認知に関わる心のしくみを、脳科学や神経生理学など関連諸領域の知見を交えて理解させる。
４．�知覚・認知の理論や知識に基づいて、自らの行動を省察し人間の行動を論理的・科学的に考察する力を養う。
５．知覚・認知の理論や知識に基づいて、他者や集団の行動を省察し人間の行動を分析的に考察する力を養う。
６．知覚・認知的事象のしくみを研究するための方法を論理的に組み立てたり説明したりする力を養う。
７．知覚・認知的事象を「自分事」として捉えることで人間の心の多様性を理解する姿勢を育成する。
８．知覚・認知的事象を他者視点で捉え直すことで、多角的に心の多様性を理解する姿勢を育成する。
９．心のしくみに関する課題を自ら発見し、他者と協働して多角的視点をもって課題解決に取り組む力を養う。

研究法・データサイエンス（心の探求）領域
１．�自分自身について探求的にかつ実証的・科学的に検討するために必要な知識・技能・研究方法などについ

て理解を深める。
２．人間の心を実証的・科学的に探求するために必要な知識・技能・研究方法などについて理解を深める。
３．�社会的な課題について心理学的な手法を用いて、実証的・科学的に検証するために必要な知識・技能・研

究方法などについて理解を深める。
４．�人間の心について実証的・科学的に探求するために理論や知識に基づいて、自分自身の心や行動を分析的

に考える力を養う。
５．�人間の心について実証的・科学的に探求するために理論や知識に基づいて、他者の心や行動を分析的に考

える力を養う。
６．社会的な課題について心理学的な手法を用いて、実証的・科学的に検証する力を養う。
７．�人間の心について実証的・科学的に探求するために理論や知識に基づいて、意欲的に自分自身を探求しよ

うとする態度を養う。
８．�人間の心について実証的・科学的に探求するために理論や知識に基づいて、意欲的に人間理解を進めよう

とする態度を養う。
９．社会的な課題について心理学的な手法を用いて、実証的・科学的に検証しようとする態度を養う。

発達・教育（心と育ち）領域
１．人の生涯にわたる発達の過程と要因に関する基本的な理論や概念、研究方法などについて理解させる。
２．生涯発達と教育に関する理論・知識・技能を人々の生活に応用していく方法について理解を深める。
３．�生涯発達と教育に関する専門的な知識・技能を用いて、人々の生活や学習における課題についての理解を

深める。
４．�生涯発達に関する基本的な理論や概念に基づいて、自分の心や行動とその変化の特徴を分析的に考える力
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を養う。
５．�生涯発達と教育に関する理論や概念に基づいて、他者の心や行動の特徴とその変化について分析的に考え

させる。
６．�生涯発達と教育に関する専門的な理論・概念に基づいて、実証的な課題解決の手立てを考え、他者と共有

する力を養う。
７．生涯発達に関する心理学的な知見に興味をもって調べ、自らの発達について考えようとする態度を養う。
８．�生涯発達と教育に関する理論・知識・技能を、人々の心と身体の健康を保持増進するために、進んで活用

しようとする意欲を養う。
９．�社会生活や教育現場における課題を見出し、生涯発達と教育に関する理論・知識・技能を活用して、他者

と協働しながらその解決に臨むことができる。
臨床（心のケア）領域
１．心理臨床に関する基本的な知識や理論を学び、自らの心理的な課題についての理解を深める。
２．�心理臨床に関する基本的な知識や技能を応用し、人々の心理的な課題を支援・援助するための方法につい

て理解を深める。
３．�心理臨床に関する事例学習や実習を通して得た専門的な知識や技能を用いて、自分自身及び周囲の人々の

日常生活における心理的な課題について理解を深める。
４．�心理臨床に関する基本的な理論や概念に基づいて、自らの心の状態や行動の特徴について分析的に考える

力を養う。
５．�心理臨床に関する基本的な知識や技能に基づいて、人々の心の状態や行動の特徴について分析的に考える

力を養う。
６．�心理臨床に関する事例学習や実習を通して得た専門的な知識や技能を基に、人々の日常生活における心の

健康保持増進のための方法を自ら考え、他者と共有する力を育成する。
７．�心理臨床に関する基本的な理論や概念を活用し、自らの心の健康を積極的に保持増進しようとする意欲を

育む。
８．�心理臨床に関する基本的な知識や技能を活用し、人々の心理的な課題への支援・援助に積極的に寄与しよ

うとする意欲を育む。
９．�心理臨床に関する事例学習や実習を通して得た専門的な知識や技能を活用し、人々が日常生活の中で心の

健康を保持するために他者と協働しながら支援・援助に臨む姿勢を養う。
社会・産業（心とつながり）領域
１．�人間の心と社会の諸場面（人間集団、家庭・家族、対人関係、企業活動）に関する基本的な理論や概念、

研究方法などについて理解を深める。
２．�人間の心と社会の諸場面（人間集団、家庭・家族、対人関係、企業活動）に関する応用的な理論・概念及

び心理学的なデータ分析の技法に基づいて、人々の心や行動の特徴に関する理解を深める。
３．�社会における経験が心理学的手法を用いてどのように説明されるのかを学び、人間の心と行動に対する経

験則的な理解を超えた、実証的・科学的な考え方に基づいた課題の理解を身につけさせる。
４．�人間の心と社会の諸場面（人間集団、家庭・家族、対人関係、企業活動）に関する基本的な理論や概念に

基づいて、社会における自分自身の心や行動を分析的に考える力を養う。
５．�人間の心と社会の諸場面（人間集団、家庭・家族、対人関係、企業活動）に関する理論や概念及び心理学

的なデータ分析の技法に基づいて、人々の心や行動の特徴を分析的に考える力を養う。
６．�人間の心と社会とのつながりに関する基本的な理論や概念を用いて、日常生活での経験を分析し、実際に

それらを活用する方法を自ら考え、他者と共有する力を育成する。
７．�人間の心と社会の諸場面（人間集団、家庭・家族、対人関係、企業活動）に関する基本的な理論や概念を

活用し、社会における自分自身の心や行動を理解しようとする意欲を育む。
８．�人間の心と社会の諸場面（人間集団、家庭・家族、対人関係、企業活動）に関する理論や概念及び心理学

的なデータ分析の技法を活用し、人々の心や行動の特徴を理解しようとする意欲を育む。
９．�人間の心と社会とのつながりに関する基本的な理論や概念や日常生活での経験を心理学的に分析する技能

を活用して、他者と協働しながらその解決に臨む姿勢を養う。
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健康・保健（心とからだ）領域
１．�心と身体の健康の保持増進について、保健を中心とした諸領域の専門的知識と基礎的な技能を理解し修得

することができる。
２．�保健を中心とした諸領域の専門的知識や基本的技能を、自己及び周囲の人々の心と身体の健康を保持増進

に応用していく方法を理解できる。
３．�学校保健における課題の探求とその解決に資する理論・概念・知識・技能を、専門教育を通して理解し修

得できる。
４．�心と身体の健康に関する専門的知識に基づいて、健康の保持増進に関して、自ら実践していく態度を備え

るとともに、他者に働きかける力を備える。
５．�保健を中心とした諸領域の専門的知識や基本的技能に基づいて、自己及び周囲の人々の心と身体の健康の

保持増進をはかる方法を考え実践することができる。
６．�専門教育で修得した保健領域等の理論・概念・知識・技能を活用して、学校保健における課題解決の方策

を主体的に考え、連携・協働すべき人々と共有することができる。
７．�心と身体の健康の保持増進に関して、保健を中心とした領域の専門的知識と基本的な技能を自ら進んで学

び、他者と協働しながら実践していくことができる。
８．�保健を中心とした諸領域の専門的知識や基本的技能を活用して、自己及び周囲の人々の心と身体の健康の

保持増進をはかる方法を、自ら考え実践しようとする意欲を備える。
９．�専門教育で修得した保健領域等の理論・概念・知識・技能を活用して、学校保健における課題を見出して、

他者と連携・協働しながら、その解決に臨むことができる。
卒業研究領域
１．�心理学の主な領域（基礎、発達、教育、臨床、社会、健康）に関する理論や概念、技能を基盤に、複眼的

な視野から専門知識の理解を深める。
２．自己の関心に基づく研究課題を自ら設定できる能力を育成する。
３．研究課題を解明するための心理学の実践的・応用的な研究方法を習得させる。
４．�心理学の主な領域（基礎、発達、教育、臨床、社会、健康）に関する理論や概念、技能を基盤に、客観的

に分析するために必要な理論的思考力を育成する。
５．他者に対して論理的・客観的に表現する研究プレゼンテーションの能力を育成する。
６．研究課題に対する論理的・客観的な思考力と表現力を養う。
７．�心理学の主な領域（基礎、発達、教育、臨床、社会、健康）に関する理論や概念、技能を基盤に、分析し

た結果・知見を地域や社会に結びつけ、還元する姿勢を養う。
８．他者とのラポールを形成し、複眼的視点から協働して、研究課題を考察・解決する能力を育成する。
９．研究課題に対して、持続的かつ主体的に取り組む意欲と態度を養う。
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３　教育人文学部　心理学科



　カリキュラムマップでは、各学科の学生が、卒業までに身につけるべき知識・能力を得るための授業科目が、どのように配置されているか、各授業科目の関連性などがわかるよ
うになっています。
　カリキュラムの授業科目間のつながりや年次進行などがわかりますので、履修上の参考にしてください。

心理学科　カリキュラムマップ�  → 必修科目
領域 学生が身につけるべき資質・能力 １年次 ２年次 ３年次 ４年次

基
礎
心
理
学
領
域

心理学の理論や概念、実証的・科学的な考え方を理解するための基盤と
なる知識を身につけ、心理学的な心の捉え方を理解する力を養う

心理学概論
心理学リテラシー
感情・人格心理学

心理学基礎論
学習・言語心理学
知覚・認知心理学

神経・生理心理学

研
究
法
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
領
域

人間の心と行動を実証的・科学的に検証・分析する方法を習得するとと
もに、実習を通して実践に通じる技能を養う

心理学統計法 心理アセスメント入門
心理学情報処理法 心理学入門演習
心理学実験 実験計画法

調査法
面接法
観察法
事例研究法

心理学研究法
専門ゼミナール
データ解析法
心理学外書講読　

発
達
・
教
育
領
域

人間の発達過程に対する多面的かつ複合的な理解を深め、その知識を基
盤としながら教育現場に対する理解と指導について実践的に学び、問題
や課題を早期に発見する姿勢及び柔軟に対応できる力を養う

発達心理学概論（発達心理学） 乳幼児期の心理学
発達臨床心理学（発達心理学） 児童期の心理学

青年期の心理学
教育心理学
子どもの発達と環境

福祉心理学
家族心理学（社会・集団・家族心理学）
養護概説
発達支援活動

中高年期の心理学
生徒指導　
教育相談（教育・学校心理学）
健康相談活動
養護教諭実践論

臨
床
領
域

心のケア・サポートに関する知識や理論を学び、事例学習や実習を通し
て心理的な課題への支援・援助に関する専門的知識及び技能を養う

臨床心理学概論 カウンセリング技法
カウンセリング理論 関係行政論
公認心理師の職責 司法・犯罪心理学

精神疾患とその治療
子どもの心理臨床

成人期の危機と心理臨床
障害者・障害児心理学
心理療法
文化と心理学
現場の心理臨床
心理的アセスメント
心理学的支援法
心理演習 心理実習

社
会
領
域

社会の諸場面（自己、対人関係、集団、組織）における人々の行動特性
を学び、日常生活における課題に対して心理学の専門的知識を活かす姿
勢を養う

社会心理学概論（社会・集団・家族心理学） コミュニケーションの心理学
対人関係の心理学
グループダイナミクス
産業心理学（産業・組織心理学）

恋愛と結婚の科学
職場のメンタルヘルス
消費者行動の心理学
キャリア心理学

健
康
・
保
健
領
域

学校における児童・生徒の養護及び保健教育・指導に関わる専門的知識
や技能を習得し、かつ事例学習や実習を通して現場において問題や課題
を早期に発見する姿勢及び問題に対して柔軟に対応できる力を養う

学校保健Ⅰ
学校保健Ⅱ
人体の構造と機能及び疾病
免疫学
衛生学

栄養学
公衆衛生学
解剖生理学特論
リハビリテーション論
精神保健
身体運動の心理学
看護学概論
看護援助方法
救急処置活動
家庭の応急手当

健康・医療心理学
小児保健看護学
臨床看護実習

卒
業

研
究

学びの集大成として、研究論文の作成に取り組み、その過程で課題発見・
解決力や論理的思考力を養う

卒業研究

Ｄ
Ｐ

心理学科では、教育研究上の目的を達成するために、次の学生像を人材育成の方針とする。
１．心理学的な研究方法から得られた実証的なデータに基づいて、人間の心に対する多面的な見方ができる。
２．心理学における基本的な理論や概念を理解し、共感的理解に基づき、多様な人々とコミュニケーションが取れる。
３．専門教育で習得した理論・概念・知識・技能をもとに、社会における諸課題の解決に寄与できる。

Ｃ
Ｐ

心理学科では、ディプロマ・ポリシーに挙げた資質・能力を身につけさせるため、教育課程として７領域を設定し、各領域に学修過程に応じた科目を配置する。
１．�心理学の理論や概念、実証的・科学的な考え方を理解するための基盤となる知識を身につけ、心理学的な心の捉え方を理解する力を養うために、「心理学概論」、「知覚・認知心理学」などの科目を含む【心理学基礎（心のしくみ）】領域を配置する。
２．�人間の心と行動を実証的・科学的に検証・分析する方法を習得するとともに、実習を通して実践に通じる技能を養うために、「心理学実験」、「心理学的研究法」、「心理学情報処理法」を含む【研究法・データサイエンス（心の探求）】領域を配置する。
３．�人間の発達過程に対する多面的かつ複合的な理解を深め、その知識を基盤としながら教育現場に対する理解と指導について実践的に学び、問題や課題を早期に発見する姿勢及び柔軟に対応できる力を養うために、「発達心理学概論」、「教育心理学」、「養護教諭実践論」を
含む【発達・教育（心と育ち）】領域を配置する。

４．心のケア・サポートに関する知識や理論を学び、事例学習や実習を通して心理的な課題への支援・援助に関する専門的知識及び技能を養うために、「臨床心理学概論」、「カウンセリング技法」、「公認心理師の職責」などを含む【臨床（心のケア）】領域を配置する。
５．�社会の諸場面（自己、対人関係、集団、組織）における人々の行動特性を学び、日常生活における課題に対して心理学の専門的知識を活かす姿勢を養うために、「社会心理学概論」、「対人関係の心理学」、「産業心理学」などを含む【社会・産業（心とつながり）】領域を配
置する。

６．�学校における児童・生徒の養護及び保健教育・指導に関わる専門的知識や技能を習得し、かつ事例学習や実習を通して現場において問題や課題を早期に発見する姿勢及び問題に対して柔軟に対応できる力を養うために、「学校保健Ⅰ」、「人体の構造と機能及び疾病」、「小
児保健看護学」、「健康・医療心理学」などを含む【健康・保健（心とからだ）】領域を配置する。

７．学びの集大成として、研究論文の作成に取り組み、その過程で課題発見・解決力や論理的思考力を養うために、「卒業研究」を含む【卒業研究】領域を配置する。
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科目 
区分 授業科目

単位数
授
業
形
態

履　

修　

期

配
当
年
次

他
学
科
開
放

備　
　
　

考

身につく力
（◎…重要な目的としている　○…主な目的としている）

必　
　
　

修

選　
　
　

択

基
礎
理
論
の
理
解

自
己
の
分
析

自
己
成
長
へ
の
意

欲 実
践
方
法
の
理
解

他
者
と
現
象
の
分

析 他
者
支
援
へ
の
意

欲 課
題
の
分
析
と
理

解 解
決
方
策
の
立
案

課
題
解
決
へ
の
意

欲

基
礎
心
理
学

心理学概論 ※２ 講義 前 １年 × ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
心理学リテラシー ２ 講義 前 １･２年 × ◎ ○ ○
心理学基礎論 ２ 講義 前 ２･３年 × ◎ ○ ◎ ○
感情・人格心理学 ※２ 講義 後 １･２･３年 × ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
学習・言語心理学 ※２ 講義 前 ２･３年 × ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
知覚・認知心理学 ※２ 講義 後 ２･３年 × ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
神経・生理心理学 ※２ 講義 前 ３･４年 × ○ ○ ◎ ○ ○ ◎

研
究
法
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

心理学統計法 ※２ 講義 前 １年 × ◎ ○ ○ ◎ ○
心理学情報処理法 ２ 演習 後 １年 × ◎ ○ ○ ◎ ○
心理学実験 ※２ 演習 後 １年 × ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
心理アセスメント入門 ２ 演習 前 ２年 × ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
心理学入門演習 ２ 演習 前 ２年 × ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
心理学研究法 ※２ 講義 前 ３年 × ◎ ○ ○ ◎ ○
実験計画法 ２ 演習 前・後 ２･３年 × ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
調査法 ２ 演習 前・後 ２･３年 × ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
面接法 ２ 演習 前・後 ２･３年 × ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
観察法 ２ 演習 前・後 ２･３年 × ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
事例研究法　 ２ 演習 前・後 ２･３年 × ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
データ解析法 ２ 演習 前・後 ３･４年 × ◎ ○ ○ ◎ ○
心理学外書講読　 ２ 講義 前 ３･４年 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
専門ゼミナール ２ 演習 後 ３年 × ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

発
達
・
教
育

発達心理学概論（発達心理学）※２ 講義 前 １年 × ◎ ○ ◎ ◎
発達臨床心理学（発達心理学）※２ 講義 後 １年 × ◎ ◎ ○ ◎
乳幼児期の心理学 ２ 講義 前 ２年 × ○ ◎ ○ ◎ ◎
児童期の心理学 ２ 講義 前 ２年 × ○ ◎ ○ ◎ ◎
青年期の心理学 ２ 講義 前 ２年 × ○ ◎ ○ ◎ ◎
中高年期の心理学 ２ 講義 前 ３年 × ○ ◎ ○ ◎ ◎
子どもの発達と環境 ２ 講義 後 １･２･３年 × ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎
教育心理学 ２ 講義 後 １･２年 × ◎ ○ ◎ ○ ◎
福祉心理学 ※２ 講義 前 ２･３年 × ◎ ◎ ○ ◎ ○
家族心理学（社会・集団・家族心理学） ※２ 講義 前 ２･３年 × ◎ ○ ◎ ○ ◎
養護概説 ２ 講義 前 ２･３年 × ○ ◎ ○ ◎ ◎
生徒指導 ２ 講義 前 ３･４年 × ○ ◎ ◎ ◎ ○
教育相談（教育・学校心理学） ※２ 講義 前 ３･４年 × ○ ◎ ◎ ◎ ○
健康相談活動 ２ 講義 前 ３･４年 × ○ ◎ ◎ ◎ ○
養護教諭実践論 ２ 講義 後 ３･４年 × ◎ ○ ◎ ○ ◎
発達支援活動 ２ 実習 前・後 ２･３年 × ◎ ○ ◎ ○ ◎

臨　

床

臨床心理学概論 ※２ 講義 前 １年 × ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
カウンセリング理論 ２ 講義 後 １年 × ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
公認心理師の職責 ※２ 講義 後 １年 × ◎ ○ ○
関係行政論 ※２ 講義 前 ２･３年 × ◎ ○ ○
司法・犯罪心理学 ※２ 講義 前 ２･３年 × ◎ ○ ○ ○ ○ ○
精神疾患とその治療 ※２ 講義 後 ２･３年 × ◎ ○ ○ ○ ○ ○
カウンセリング技法 ２ 演習 後 ２年 × ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○
子どもの心理臨床 ２ 講義 後 ２･３年 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

５科目中２科目
を履修

⎩
⎜
⎨
⎜
⎧

３科目中２科目
を履修

⎩
⎨
⎧

●�共通科目から、必修科目９単位、選択必修科目６単位を
含めた22単位以上を履修

●�専門科目から、必修科目38単位（卒業研究を含む）を含
めた90単位以上を履修

●自由選択科目は、12単位以上を履修
●合計124単位以上を履修　　

科　目　群 卒業に必要な単位数

共 通 科 目 22単位以上

学科専門科目
必　修 38単位

90単位以上
選　択 52単位以上

自由選択科目 12単位以上

計 124単位以上

Whatʼs“⾃由選択科⽬”!?
ａ．共通科目22単位を超えた分が自由選択科目の単位となる。
　 例）�共通科目28単位取得した場合は、６単位分が自由選択科目

の単位となる。
ｂ．�自学科の専門選択科目52単位を超えた分が自由選択科目の単

位となる。
　 例）�自学科の専門選択科目50単位取得した場合は、６単位分が

自由選択科目の単位となる
ｃ．�他学科の他学科開放科目を修得すると自由選択科目の単位となる。

ａ～ｃを組み合わせて（又は単独で）12単位以上を履修

教育人文学部　心理学科（EC）
専門科目教育課程　2024年度生３
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科目 
区分 授業科目

単位数
授
業
形
態

履　

修　

期

配
当
年
次

他
学
科
開
放

備　
　
　

考

身につく力
（◎…重要な目的としている　○…主な目的としている）

必　
　
　

修

選　
　
　

択

基
礎
理
論
の
理
解

自
己
の
分
析

自
己
成
長
へ
の
意

欲 実
践
方
法
の
理
解

他
者
と
現
象
の
分

析 他
者
支
援
へ
の
意

欲 課
題
の
分
析
と
理

解 解
決
方
策
の
立
案

課
題
解
決
へ
の
意

欲

臨　

床

成人期の危機と心理臨床 ２ 講義 後 ３･４年 × ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
障害者・障害児心理学 ※２ 講義 前 ３･４年 × ○ ○ ○ ◎ ○ ○
心理療法 ２ 講義 前 ３･４年 × ◎ ○ ○ ○ ○
文化と心理学 ２ 講義 後 ３･４年 ○ ◎ ○ ◎ ○
現場の心理臨床 ２ 演習 後 ３･４年 × ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
心理的アセスメント ※２ 演習 後 ３･４年 × ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○
心理学的支援法 ※２ 演習 後 ３･４年 × ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○
心理演習 ※２ 演習 後 ３年 × ◎ ○ ◎ ◎
心理実習 ※２ 実習 通 ４年 × ◎ ○ ◎ ◎

社　

会

社会心理学概論（社会・集団・家族心理学）※２ 講義 後 １年 × ◎ ◎ ○ ◎ ○
コミュニケーションの心理学 ２ 講義 前 ２･３年 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎
対人関係の心理学 ２ 講義 前 ２･３年 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○
グループダイナミクス ２ 講義 前 ２･３年 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
産業心理学（産業・組織心理学） ※２ 講義 後 ２･３年 × ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
恋愛と結婚の科学 ２ 講義 前 ３･４年 × ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○
職場のメンタルヘルス ２ 講義 前 ３･４年 × ○ ◎ ○ ◎ ◎
消費者行動の心理学 ２ 講義 後 ３･４年 × ◎ ◎ ○ ◎ ○
キャリア心理学 ２ 講義 後 ３･４年 × ◎ ◎ ○ ◎ ○

健
康
・
保
健

学校保健Ⅰ ２ 講義 前 １･２年 × ◎ ○ ◎ ◎ ○
学校保健Ⅱ ２ 講義 後 １年 × ◎ ○ ○ ○ ◎
栄養学 ２ 講義 前 ２年 × ○ ◎ ◎ ○
免疫学 ２ 講義 前 １･２年 × ○ ◎ ◎ ○
人体の構造と機能及び疾病 ※２ 講義 後 １年 × ○ ◎ ○
衛生学 ２ 講義 後 １･２･３年 × ◎ ○ ◎ ○
公衆衛生学 ２ 講義 後 ２･３年 × ○ ○ ◎ ◎ ○
解剖生理学特論 ２ 講義 前 ２･３年 × ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○
リハビリテーション論 ２ 講義 前 ２･３年 ○ ○ ○ ◎ ○
精神保健 ２ 講義 前 ２･３年 × ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎
身体運動の心理学 ２ 講義 後 ２･３年 × ◎ ◎ ◎
看護学概論 ２ 講義 前 ２･３年 × ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
看護援助方法 ２ 講義 後 ２･３年 × ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
救急処置活動 ２ 講義 後 ２･３年 × ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
家庭の応急手当 ２ 講義 後 ２･３年 × ○ ◎ ○ ◎ ○
健康・医療心理学 ※２ 講義 後 ３･４年 × ◎ ○ ◎ ○
小児保健看護学 ２ 講義 前 ３･４年 × ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
臨床看護実習 ２ 演習 後 ３･４年 × ○ ◎ ○ ○ ◎

卒業研究 卒業研究 ４ 演習 通 ４年 × ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎
［単位数欄の記号について］
註：※印の科目は、公認心理師資格取得の必須科目
［専門科目の履修について］
註１：選択必修科目として指定されている科目について、規定の単位数を超えて履修した単位は、選択科目に含めることができる。
［「卒業研究」の履修について］
註１：原則として、「卒業研究」は以下の条件をすべて満たしている場合に限り履修可能である。
　　　①３年次終了時の修得単位数が卒業要件科目のうち84単位以上であること。
　　　②次の４科目を修得していること。
　　　　「心理学概論」「臨床心理学概論」「発達心理学概論（発達心理学）」「専門ゼミナール」
註２：原則として、「専門ゼミナール」は以下の条件をすべて満たしている場合に限り履修可能である。
　　　①３年次前期までの修得単位数が卒業要件科目のうち60単位以上であること。
　　　②「心理学実験」を修得していること。
　　　③�３年次前期までに、科目区分「研究法・データサイエンス」である「調査法」「面接法」「観察法」「事例研究法」「実験計画法」のうち、

少なくとも １ 科目（２単位）を修得していること。
［資格の履修について］
註１：�社会福祉主事任用資格の取得希望者は、以下の科目のうち３科目を履修する必要がある。「心理学概論」「栄養学」「公衆衛生学」「リハビ

リテーション論」「精神保健」「看護学概論」
註２：�「心理的アセスメント」「心理学的支援法」を履修するためには、３年前期までの公認心理師資格取得に必須の科目計22科目のうち、18科

目の単位を修得している必要がある。
註３：「心理実習」を履修するためには、「心理的アセスメント」「心理学的支援法」「心理演習」の単位を修得している必要がある。
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1　認定心理士資格 取得課程（心理学科）

［心理学科　2024年度生］� 単位認定第５版

領　　域 主題 科　　目 認定
単位数

学科
必修 認定基準

ａ 心理学概論
基本 心理学概論 ２ ○

４単位以上

基礎科目（ａ～ｃ）が合計12
単位以上
選択科目（ｄ～ｈ）が16単位
以上
ａ～ｉの総計が36単位以上

副次 発達心理学概論（発達心理学） １ ○
臨床心理学概論 １ ○

ｂ 心理学研究法
基本

心理学研究法 ２ ○

８単位以上
最低４単位分はｃ：心理学実
験実習の単位

心理学統計法 ２ ○
心理学情報処理法 ２ ○
実験計画法 ２

副次 データ解析法 １
調査法 １

ｃ 心理学実験実習 基本
心理学実験 ２ ○
心理アセスメント入門 ２ ○
事例研究法 ２

副次 観察法 １

ｄ 知覚心理学・
学習心理学 基本 知覚・認知心理学 ２

５領域のうち３領域以上で、
それぞれが少なくとも４単位
以上。
必ず基本主題の科目を含むこ
と

学習・言語心理学 ２

ｅ 生理・比較心
理学

基本 神経・生理心理学 ２
副次 身体運動の心理学 １

ｆ 教育心理学・
発達心理学 基本

乳幼児期の心理学 ２
児童期の心理学 ２
青年期の心理学 ２
中高年期の心理学 ２
教育相談（教育・学校心理学） ２
教育心理学 ２
子どもの発達と環境 ２

ｇ 臨床心理学・
人格心理学

基本

発達臨床心理学（発達心理学） ２ ○
カウンセリング理論 ２ ○
乳幼児期の心理臨床 ２
子どもの心理臨床 ２
成人期の危機と心理臨床 ２
障害者・障害児心理学 ２
心理療法 ２
家族心理学（社会・集団・家族心理学） ２
感情・人格心理学 ２
健康・医療心理学 ２
福祉心理学 ２

副次 精神保健 １ ○
精神疾患とその治療 １

ｈ 社会心理学・
産業心理学 基本

社会心理学概論
（社会・集団・家族心理学） ２ ○

コミュニケーションの心理学 ２
対人関係の心理学 ２
グループダイナミクス ２
産業心理学（産業・組織心理学） ２
司法・犯罪心理学 ２
消費者行動の心理学 ２

ｉ その他 基本 卒業研究 ４ ○
註１：副次主題の科目は、本学では２単位だが、認定心理士の資格申請上は１単位として認定される。
註２：資格の取得や申請に関する詳細は、学科オリエンテーション等で説明する。

１ 「認定心理士」資格取得のための科目一覧表
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2　公認心理師資格 取得課程（心理学科）

　公認心理師とは、公認心理師として登録し、公認心理師の名称を用いて、保健医療、福祉、教育（司法、産業）
などの分野で、心理学に関する専門的知識及び技術をもって、次の行為を行うことを業とするものを指します。
１．�心理に関する支援を要する者の心理状態の観察、その分析を行う
２．�心理に関する支援を要する者に対し、その心理に関する相談に応じ、助言、指導その他の援助を行う
３．�心理に関する支援を要する者の関係者に対し、その相談に応じ、助言、指導その他の援助を行う
４．�心の健康に関する知識の普及を図るための教育及び情報の提供を行う

　公認心理師の受験資格を得るためには、卒業までに「４年制大学において省令で定める科目」の単位を修得し
ておく必要があります。ただし、単位を修得しただけでは、公認心理師の資格は取得できません。

〈主な公認心理師養成ルート〉

１ 公認心理師資格取得について

心理学科　卒業
※ただし、公認心理師に必要な科目を修得する。

⬇ ⬇
①大学院へ進学 ②実務経験を積む

公認心理師に
必要な科目を修め修了する

全国の指定施設で
２年以上の実務経験を積む

※ただし、文部科学大臣・厚生労働大臣の
指定する施設に限定

⬇ ⬇
国家資格　公認心理師試験
合格・登録 ⬇
国家資格　公認心理師
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　公認心理師の受験資格を得たい者は、「４年制大学において省令で定める科目（25科目）」に対応する本学の開
講科目（27科目）を卒業までに全て修得する必要があります。本学科では、心理実習に参加するために必要な科
目などが指定されていますので、計画的に履修をしてください。

法令上の科目名
本学対応科目 単位数

履修期 配当学年 備　考
科目名 必修 選択

公認心理師の職責 公認心理師の職責 ２● 後期 １
心理学概論 心理学概論 ２● 前期 １
臨床心理学概論 臨床心理学概論 ２● 前期 １
心理学研究法 心理学研究法 ２● 前期 ３
心理学統計法 心理学統計法 ２● 前期 １
心理学実験 心理学実験 ２● 後期 １
知覚・認知心理学 知覚・認知心理学 ２● 後期 ２・３
学習・言語心理学 学習・言語心理学 ２● 前期 ２・３
感情・人格心理学 感情・人格心理学 ２● 後期 １・２・３
神経・生理心理学 神経・生理心理学 ２● 前期 ３・４

社会・集団・家族心理学
社会心理学概論
（社会・集団・家族心理学） ２● 後期 １

＊２科目取得する必要あり
家族心理学（社会・集団・家族心理学） ２● 前期 ２・３

発達心理学
発達心理学概論（発達心理学） ２● 前期 １

＊２科目取得する必要あり
発達臨床心理学（発達心理学） ２● 後期 １

障害者・障害児心理学 障害者・障害児心理学 ２● 前期 ３・４
心理的アセスメント 心理的アセスメント ２■ 後期 ３・４ ＊実習不可欠科目
心理学的支援法 心理学的支援法 ２■ 後期 ３・４ ＊実習不可欠科目
健康・医療心理学 健康・医療心理学 ２ 後期 ３・４
福祉心理学 福祉心理学 ２● 前期 ２・３
教育・学校心理学 教育相談（教育・学校心理学） ２● 前期 ３・４
司法・犯罪心理学 司法・犯罪心理学 ２● 前期 ２・３
産業・組織心理学 産業心理学（産業・組織心理学） ２● 後期 ２・３
人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能及び疾病 ２● 後期 １
精神疾患とその治療 精神疾患とその治療 ２● 後期 ２・３
関係行政論 関係行政論 ２● 前期 ２・３
心理演習 心理演習 ２■ 後期 ３ ＊実習不可欠科目

心理実習 心理実習 ２ 通年 ４
＊心理的アセスメント、心理学的支
援法、心理演習の単位が修得できて
いなければ、受講不可

註１：�●印の科目の単位の中から、３年前期までに18科目以上修得していなければ、「心理的アセスメント」、「心理学的支援法」、「心理演習」を受講することは
できません。

註２：■印の科目の単位を３年後期までに修得していなければ、「心理実習」を受講することはできません。
註３：公認心理師の受験資格を得たい者は学科の指示に従ってください。

２ 履修方法
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3　ピアヘルパー資格 取得課程（心理学科）

　下表の５科目のうち２科目４単位を修得することが、認定試験の受験資格となります。認定試験は毎年２月上
旬（予定）に本学で行います。

［心理学科　2024年度生］

本学開設科目 授業形態
単位数

履修期 配当学年
必修 選択

臨床心理学概論 講義 2 前期 1
カウンセリング理論 講義 2 後期 1
カウンセリング技法 演習 2 前・後 2
子どもの心理臨床 講義 2 後期 2・3
精神保健 講義 2 前期 2・3

小　　計 6 4

4　准学校心理士資格　取得課程（心理学科）

　「准学校心理士」は「学校心理士」に準ずる資格です。Ａタイプ、Ｂタイプのいずれかの資格を取得できます。
・�Ａタイプ（学校教員型）：教員免許を有する者（取得見込みを含む）を対象に准学校心理士の資格が認定されます。
・�Ｂタイプ（相談支援機関専門職類型）：公認心理師カリキュラム対応学部を卒業する者（見込みを含む）を対
象に准学校心理士の資格が認定されます。
　資格を得たい者は取得要件となる科目を修得し、書類審査に合格する必要があります。
〔心理学科　2024年度生〕
Ａタイプ

規定科目 本学開設科目 授業
形態

単位数 履修期 配当
学年 備考必修 選択

教育心理学 教育心理学＊ 講義 2 後期 1

発達心理学 発達心理学概論（発達心理学） 講義 2 前期 1 ＊�２科目取得する
必要あり発達臨床心理学（発達心理学） 講義 2 後期 1

教育相談 教育相談（教育・学校心理学）＊ 講義 2 前期 3
特別支援教育 特別な教育的ニーズの理解と支援Ｂ 講義 2 前期 1
＊「教育心理学」「教育相談（教育・学校心理学）」「特別な教育的ニーズの理解と支援Ｂ」は教職課程の必修科目です。

Ｂタイプ

規定科目 本学開設科目 授業
形態

単位数 履修期 配当
学年 備考必修 選択

教育・学校心理学 教育相談（教育・学校心理学） 講義 2 前期 3

発達心理学 発達心理学概論（発達心理学） 講義 2 2 後期 1 ＊�２科目取得
する必要あり発達臨床心理学（発達心理学） 講義 2 前期 1

障害者・障害児心理学 障害者・障害児心理学 講義 2 前期 3
福祉心理学 福祉心理学 講義 2 前期 2
心理的アセスメント 心理的アセスメント＊ 講義 2 後期 3
心理学的支援法 心理学的支援法＊ 講義 2 後期 3
＊「心理的アセスメント」「心理学的支援法」は履修要件があります。

註１：申請時に在学しており、申請年度に卒業を予定している必要があります。卒業後の申請は認められません。
註２：Ａタイプは３科目６単位以上、Ｂタイプは在学時に６科目12単位を修得する必要があります。

１ ピアヘルパー資格取得要件

１ 「准学校心理士」資格取得要件

109

Ⅰ　

学　
　

修

Ⅱ　

 

資
格
取
得

一
覧

Ⅲ　

 

人
間
生
活

学
部

Ⅳ　

 

教
育
人
文

学
部

Ⅴ　

 

社
会
情
報

デ
ザ
イ
ン
学
部

Ⅵ　

教
職
課
程

Ⅶ　

諸
課
程

Ⅷ　

単
位
認
定

Ⅸ　

 

他
大
学
と
の

単
位
互
換

Ⅹ　

大
学
院

Ⅺ　

施　
　

設

Ⅻ　
Ｑ
＆
Ａ

XIII　

 

教
務
関
連

規
程

学
び
の

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

３　教育人文学部　心理学科


